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１学期が終わりました。子どもたちは元気に健やかに毎日の学校生活を過ごし、学習や行事、部活動

等において努力を積み重ねて成長しました。本当にうれしく思います。 

保護者・地域の皆様には、本校の教育活動の充実のために、さまざまなご協力・ご支援をいただき、

本当にありがとうございました。深く感謝申し上げます。 

さて、いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みがスタートします。ご家庭では、親子のふれあ

い、家族にとって意義のある夏休みを計画していただければと思います。 

子どもたちに夏休みの予定を尋ねると、「県中体連で優勝する」「コンクールで金賞をとりたい」「受

験勉強を頑張る」「塾の夏期講習に参加する」「家族旅行」「読書」「ゲーム」「ネット」等、様々な回答

がありました。 

夏休み中は、「夏休みだからこそできること」に挑戦してほしいと思います。 

子どもたちにとって充実した夏休みになることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

終業式で話した内容の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 夢と感動にあふれ 豊かな心で 主体的に学ぶ生徒の育成 

～ enjoy challenge teamwork ～       』 

 

 

１学期を振り返ると、生徒の皆さん一人ひとりが、毎日の授業はもちろんのこと、体育大会や修

学旅行等の行事を通して、努力を積み重ね、友達と協力し、助け合い支え合って大きく成長しまし

た。その結果、学校全体も大きく成長したと思います。 

これからも、良かった点はさらに伸ばし、課題は「どうしたら改善できるのか？」具体的に改善

策を考えて、できることからコツコツと努力を積み重ねてほしいと思います。 

さあ、いよいよ夏休みです。 

まずは何と言っても「命が一番大切！」です。自分の命。人の命。たった一つの命。かけがえのな

い命。「自分の命は自分で守る」 

このことをしっかり頭に入れて、生徒の皆さんが事故（交通事故、水の事故等）や事件（不審者事

案等）に巻き込まれないよう、また病気やけがをしないようにして、「元気！笑顔！」で毎日を過ご

してほしいと願っています。「これをしたら危ない！」という危機管理意識を高く持ち、危険な事態

を予測して、主体的に考えて安全第一で行動しましょう。決して、交通事故、水の事故等に遭わな

いように十分気をつけてください。 

（※ご家庭でも、日頃から未然防止や注意喚起の話をお願いします。） 

また、社会のルール・学校のルールをしっかり守って、社会性や規範意識を身につけてほしいと

思います。人の気持ちを思いやり、人に迷惑や心配をかけないように心がけて生活しましょう。 

さらには、生活習慣・学習習慣を身につけ、夏休みを充実させてほしいです。そのためには、睡

眠・栄養・休養をしっかりとり、規則正しい生活を送ることが大切です。このような安定した土台

の上で、「主体的に学ぶ」「部活動や興味のあることに挑戦する」ことに取り組みましょう。 

大事なことは成長すること。自分を成長させるために熱中するものを見つけて頑張ってください。 

２学期始業式は、８月２９日（金）です。 

元気に笑顔で会いましょう。 



【佐賀市中体連結果】 

〇軟式野球              〇サッカー 

  第３位                第３位  ※県大会へ 

〇バスケットボール     

・男子：予選リーグ敗退        ・女子：第３位 ※県大会へ 

〇バレーボール        

・男子：決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦敗退      ・女子：予選リーグ敗退 

〇ソフトテニス        

・男子団体：決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦敗退   ・女子団体：予選リーグ敗退 

〇卓球            

・男子団体：準優勝 ※県大会へ    ・女子団体：予選リーグ敗退 

・男子個人：ベスト８（１名）※県大会へ   

〇柔道 

・男子個人：３位  ※県大会へ     ・女子団体：３位 ※県大会へ 

                   ・女子個人：２位（２名）、３位  ※３名とも県大会へ 

〇剣道 

・男子団体：第６位 ※県大会へ    ・女子団体：トーナメント敗退 

〇新体操 

・第２位 ※県大会へ 

 

 

 

令和７年度第６２回佐賀市中学校総合体育大会が、６月２８日（土）２９日（日）７月５日（土）

６日（日）に開催されました。 

毎年この時期になるとワクワクしてきます。中体連は、中学３年生にとっては、泣いても笑っても

最後の大会です。子どもたちには、これまでの練習の成果を思う存分発揮し、仲間と共に熱く燃え

て、最高のパフォーマンスで力を出し切ってほしいという願いがあります。 

主役である子どもたちは、中学校部活動の集大成ということで、熱い思いをぶつけ合い、自分のた

めに、仲間のために、チームのために、そして指導・支援及び応援してくださった全ての人々のため

に、勝利を目指して、全力でプレーしました。どの競技も、子どもたちが一瞬一瞬に集中し、手に汗

握る攻防・接戦が展開されました。 

やっぱり、子どもたちのひたむきで一生懸命な姿はいいですね。さまざまな場面で「ジーン」と胸

が熱くなり、感動の連続でした。まさに青春真っ只中。思い出に残る感動の中体連になったことと思

います！たくさんの感動をありがとう！ 

保護者の皆様には、連日の暑さの中、温かい声援と拍手で応援をしていただき、ありがとうございま

した。子どもたちの一生懸命な姿と成長ぶりを目の当たりにされ、大いに感動されたことと思います。 

ぜひ、子どもたち一人ひとりをたくさん褒めてください。 

観戦した競技の感想を一部紹介します。 

【軟式野球】 

８年ぶりに初戦を突破し、準々決勝では第１シードも破りました。準決勝の試合では、ピッチャー

がコントロールよく力強いストレートや変化球を投げ込み、守りも堅く好ゲームが繰り広げられまし

た。最終回に逆転されましたが、最後まであきらめなかったプレーが素晴らしかったです。 

【女子バレーボール】 

県大会出場をかけた最後の試合。大きくリードされた場面から、サーブ、レシーブ、スパイクが見

事に決まり、粘りのバレー・つなぐバレーが展開されました。コート上の選手はもちろんベンチと応

援席が一体となって、あと一歩のところまで追い上げました。興奮と感動の試合でした。 

【剣道】 

「シーン」とした緊張感が張り詰めた中、気合の入った掛け声、素早い足さばき、「メン」「コテ」

「ドウ」の１本を取るための間合いや駆け引き、激しい攻防は見ごたえがありました。気合の入った

美しい１本も決まっていました。真剣勝負にどんどん引き込まれました。 

 


